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彗
星
を
肉
眼
で
は
っ
き
り

と
確
認
で
き
る
機
会
は
そ
れ

ほ
ど
多
く
は
な
い
▼
初
め
て

彗
星
観
測
を
し
た
の
は
１
９

８
６
年
の
春
、
ハ
レ
ー
彗
星

が
地
球
に
最
接
近
し
た
時
で

あ
っ
た
。深
夜
の
高
尾
山
で
、

双
眼
鏡
越
し
に
僅
か
に
尾
が

伸
び
た
光
の
塊
を
目
撃
し
た

の
が
最
初
の
経
験
で
あ
っ

た
。
再
び
彗
星
を
肉
眼
で
目

撃
し
た
の
は
１
９
９
７
年
の

春
。
ヘ
ー
ル
・
ボ
ッ
プ
彗
星

が
地
球
に
最
接
近
し
た
時
で

あ
っ
た
。夕
方
の
帰
宅
途
中
、

西
空
に
、驚
く
ほ
ど
大
き
な
、

イ
オ
ン
と
ダ
ス
ト
に
分
か
れ

た
淡
く
伸
び
る
尾
に
出
会
っ

た
時
の
衝
撃
は
今
で
も
忘
れ

ら
れ
な
い
▼
思
い
起
こ
せ

ば
、
ハ
レ
ー
彗
星
の
観
測
に

同
行
し
て
く
れ
た
方
は
、
親

友
の
父
で
、
当
時
最
高
裁
経

理
局
に
出
向
し
て
い
た
東
京

地
裁
の
判
事
で
あ
っ
た
。
理

知
的
な
印
象
は
今
で
も
は
っ

き
り
と
覚
え
て
い
る
。
ヘ
ー

ル
・
ボ
ッ
プ
彗
星
を
目
撃
し

た
時
は
司
法
試
験
の
受
験
生

で
あ
っ
た
。
彗
星
は
地
域
に

よ
っ
て
は
不
吉
の
前
兆
と
さ

れ
た
時
代
も
あ
っ
た
よ
う
で

あ
る
が
、
筆
者
に
と
っ
て
は

法
曹
と
し
て
身
を
立
て
て
行

く
節
目
節
目
に
現
れ
た
吉
兆

で
あ
っ
た
▼
本
年
12
月
に
ハ

レ
ー
彗
星
は
遠
日
点
に
達
す

る
。
次
回
地
球
に
最
接
近
す

る
の
は
、
２
０
６
１
年
。
ハ

レ
ー
彗
星
を
基
準
に
す
る

と
、
ち
ょ
う
ど
折
り
返
し
地

点
で
あ
る
。
果
た
し
て
吉
と

出
る
か
凶
と
出
る
か
。
今
後

の
行
い
に
か
か
っ
て
い
る
。

（
千
歳　

博
信
）

第
11
回　

人
権
シ
ン
ポ
in
か
な
が
わ

　

日
時　

２
０
２
３
年
11
月
19
日（
日
）９
時
30
分
〜
16
時
30
分

　

場
所　

会
館
・
Ｗ
ｅ
ｂ
開
催（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）・
横
浜
情
報
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

※
イ
ベ
ン
ト
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

　
　
　
　

 

詳
細
は
当
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

　

８
月
２
日
、
本
年
で
16
回

目
と
な
る
「
サ
マ
ー
ス
ク
ー

ル
２
０
２
３
」
が
、
横
浜
地

方
裁
判
所
、
横
浜
地
方
検
察

庁
、
当
会
の
共
催
に
よ
り
開

催
さ
れ
た
。

　
「
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
」
は
、

神
奈
川
県
在
住
・
在
学
の
中

高
生
を
対
象
と
し
て
、
模
擬

裁
判
や
評
議
、
施
設
見
学
等

を
通
じ
、
私
た
ち
法
律
家
の

仕
事
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら

う
と
と
も
に
、
物
事
を
多
角

的
に
捉
え
る
力
や
自
分
の
考

え
を
他
人
に
伝
え
る
力
を
学

ん
で
も
ら
お
う
と
い
う
、
法

教
育
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
の

影
響
で
、

２
０
２
０

年
は
中

止
、
２
０

２
１
年
と

２
０
２
２

年
は
リ
モ

ー
ト
開
催

と
な
っ
て

い
た
が
、

本
年
は
４

年
ぶ
り
と

な
る
対
面

で
の
開
催

と
な
っ
た
。

　

久
し
ぶ

り
の
リ
ア

ル
開
催
と

い
う
こ
と

も
あ
っ
て

か
、
定
員
48
名
の
募
集
枠
に

対
し
、
１
０
０
名
を
超
え
る

応
募
が
あ
っ
た
。そ
の
た
め
、

急
遽
定
員
を
増
や
し
、
最
終

的
に
60
名
の
生
徒
が
参
加
し

た
。

　

当
日
は
、
午
前
、
午
後
と

二
部
構
成
で
臨
み
、
午
前
は

「
裁
判
所
及
び
検
察
庁
の
施

設
見
学
」、「
座
談
会
」、「
弁

護
士
と
の
デ
ィ
ベ
ー
ト
企

画
」
が
、
午
後
は
「
模
擬
裁

判
を
通
じ
た
評
議
」
が
実
施

さ
れ
た
。

　

裁
判
所
の
施
設
見
学
で

は
、実
際
の
法
廷
の
見
学
と
、

裁
判
官
及
び
職
員
の
仕
事
や

役
割
に
つ
い
て
の
説
明
が
行

わ
れ
た
。
検
察
庁
で
は
、
検

察
官
の
仕
事
・
役
割
に
つ
い

て
説
明
が
な
さ
れ
た
後
、
普

段
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
記

録
保
管
庫
や
取
調
室
の
見
学

を
行
っ
た
。
生
徒
た
ち
に
と

っ
て
は
貴
重
な
体
験
に
な
っ

た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
「
座
談
会
」で
は
、法
曹
三

者
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
な
り
、

仕
事
内
容
等
に
関
す
る
生
徒

か
ら
の
質
問
に
回
答
し
た
。

　

参
加
し
た
生
徒
か
ら
は
、

「
ど
う
し
て
今
の
仕
事
を
選

ん
だ
の
か
」、「
ど
の
よ
う
な

勉
強
を
し
た
ら
裁
判
官
・
検

察
官
・
弁
護
士
に
な
れ
る
の

か
」、「
判
決
を
出
す
の
に
迷

う
と
き
は
ど
う
す
る
の
か
」、

「
法
曹
の
女
性
の
割
合
は
ど

の
く
ら
い
か
」
な
ど
多
く
の

質
問
が
な
さ
れ
、
皆
、
パ
ネ

リ
ス
ト
の
回
答
に
熱
心
に
耳

を
傾
け
て
い
た
。

　
「
弁
護
士
と
の
デ
ィ
ベ
ー

ト
企
画
」
で
は
、
あ
ら
か
じ

め
設
定
さ
れ
た
２
つ
の
テ
ー

マ
に
つ
い
て
、
生
徒
た
ち
と

弁
護
士
が
デ
ィ
ベ
ー
ト
対
決

を
行
っ
た
。
中
に
は
弁
護
士

顔
負
け
の
議
論
を
し
て
、
見

事
デ
ィ
ベ
ー
ト
に
勝
利
し
た

生
徒
も
出
る
な
ど
、
非
常
に

盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。

　

午
後
は
、
全
体
を
２
組
に

分
け
、
実
際
の
法
廷
を
使
用

し
た
模
擬
裁
判
が
行
わ
れ

た
。
生
徒
た
ち
は
裁
判
官
・

検
察
官
・
弁
護
人
の
各
役
に

な
り
き
り
、
証
人
尋
問
や
被

告
人
質
問
な
ど
を
体
験
し
た
。

　

今
回
の
模
擬
裁
判
の
シ
ナ

リ
オ
は
、
放
火
現
場
付
近
に

い
た
被
告
人
と
犯
人
の
同
一

性
が
争
点
と
な
っ
て
お
り
、

被
告
人
や
目
撃
者
の
供
述
の

信
用
性
が
問
題
と
な
る
も
の

で
あ
っ
た
。

　

模
擬
裁
判
後
、
生
徒
た
ち

は
、
各
班
に
分
か
れ
て
評
議

を
行
い
、「
な
ぜ
被
告
人
が

ガ
ソ
リ
ン
を
所
持
し
て
い
た

の
か
」、「
被
告
人
の
弁
明
は

合
理
的
と
言
え
る
の
か
」、

「
目
撃
者
の
視
認
状
況
は
ど

う
だ
っ
た
の
か
」
と
い
っ
た

点
に
つ
い
て
、
活
発
な
議
論

を
行
っ
た
。

　

こ
う
し
て
４
年
ぶ
り
に
対

面
で
の
開
催
を
実
現
で
き
た

こ
と
に
安
堵
す
る
と
と
も

に
、
今
後
も
よ
り
よ
い
イ
ベ

ン
ト
と
す
べ
く
、
各
企
画
の

検
討
を
深
め
て
い
き
た
い
。

（
会
員　

兼
島　

俊
）

　

８
月
５
日
、
当
会
会
館
に

て
、
当
会
主
催
の
神
奈
川
県

高
校
生
模
擬
裁
判
交
流
戦
が

行
わ
れ
た
。

　

日
弁
連
は
、
本
年
で
16
回

目
を
迎
え
た
高
校
生
模
擬
裁

判
選
手
権
を
主
催
し
て
お

り
、
そ
の
中
で
は
１
つ
の
事

件
を
素
材
に
法
律
実
務
家
の

支
援
を
受
け
な
が
ら
、
参
加

各
校
が
検
察
チ
ー
ム
・
弁
護

チ
ー
ム
を
組
織
し
、
高
校
生

自
身
の
発
想
で
争
点
を
見
つ

け
出
し
、
整
理
し
、
証
人
尋

問
・
被
告
人
質
問
・
論
告
弁

論
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
選

て
い
る
。
今
年
は
、
湘
南
白

百
合
学
園
高
等
学
校
、
桐
光

学
園
高
等
学
校
、
神
奈
川
大

学
附
属
高
等
学
校
、
日
本
女

子
大
学
附
属
高
等
学
校
の
４

校
が
交
流
戦
に
参
加
し
た
。

　

交
流
戦
と
言
っ
て
も
、
日

弁
連
主
催
の
選
手
権
と
同
じ

教
材
を
用
い
て
同
じ
法
廷
活

動
を
高
校
生
が
行
っ
た
上

で
、
優
勝
校
と
準
優
勝
校
を

決
定
す
る
と
い
う
、
極
め
て

本
格
的
な
試
合
で
あ
る
。

　

今
回
の
模
擬
裁
判
の
テ
ー

マ
は
、
大
麻
草
の
栽
培
に
関

す
る
「
共
謀
」
の
有
無
で
、

共
謀
者
と
さ
れ
る
者
ら
の
間

で
の
や
り
取
り
の
経
緯
を
精

緻
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

な
ど
、
か
な
り
高
度
な
内
容

と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、

各
校
と
も
、
支
援
弁
護
士
の

支
援
を
受
け
な
が
ら
、
記
録

を
丁
寧
に
検
討
し
、
高
校
生

な
ら
で
は
の
視
点
も
活
か
し

て
、
弁
護
士
顔
負
け
の
法
廷

活
動
を
行
っ
て
い
た
。
刑
事

弁
護
に
精
通
し
た
審
査
員
か

ら
の
講
評
で
も
、
生
徒
の
皆

さ
ん
の
法
廷
活
動
に
絶
賛
の

声
が
相
次
い
だ
。

　

最
終
的
に
湘
南
白
百
合
学

園
が
優
勝
、
桐
光
学
園
が
準

優
勝
と
な
っ
た
が
、
出
場
校

間
の
点
差
は
僅
差
で
あ
り
、

高
い
水
準
で
各
校
が
拮
抗
し

て
い
た
。

　

本
年
は
、
前
回
（
一
昨
年

に
開
催
）
と
異
な
り
、
リ
ア

ル
で
の
開
催
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
出
場
校
同
士
が
顔
を

合
わ
せ
て
交
流
す
る
機
会
も

設
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
生

徒
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、「
参

加
し
て
よ
か
っ
た
」「
法
曹

を
目
指
し
た
い
と
思
っ
た
」

と
い
っ
た
感
想
が
あ
り
、
参

加
者
に
と
っ
て
も
充
実
し
た

イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
も
の
と

思
う
。

 

（
会
員　

萩
原　

経
）

島崎会長による開会挨拶

模擬裁判⇨評議⇨各班発表後の全体講評

白
熱
し
た
模
擬
裁
判

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
２
０
２
３

４
年
ぶ
り
の
リ
ア
ル
開
催テーマは「共謀」

神奈川県高校生模擬裁判交流戦 ビー
ルがウ

マイ！！

手
権
は
、
全
国
の
高

校
か
ら
参
加
を
募
集

し
て
お
り
、
出
場
校

数
に
制
限
が
あ
る
た

め
、
多
数
の
高
校
か

ら
応
募
の
あ
っ
た
神

奈
川
県
で
は
出
場
校

を
抽
選
で
決
定
せ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
。

　

当
会
と
し
て
は
、

抽
選
に
漏
れ
た
高
校

に
つ
い
て
も
、
模
擬

裁
判
を
通
じ
て
充
実

し
た
体
験
を
し
て
ほ

し
い
と
い
う
思
い
か

ら
、
日
弁
連
主
催
の

選
手
権
と
同
日
に
、

本
交
流
戦
を
開
催
し
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の
恒
例
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1414
士
業
合
同
相
談
会

士
業
合
同
相
談
会

司法から見た神奈川の150年 第25回

創
立
1
5
0
年
会
史
編
纂
特
別
委
員
会　

副
委
員
長　

間
部　

俊
明

　

五
・
一
五
事
件
の
海
軍
軍

法
会
議
の
公
判
が
始
ま
ろ
う

と
し
て
い
た
１
９
３
３
年

（
昭
和
８
年
）
７
月
11
日
、

神
兵
隊
事
件
が
発
覚
し
、
関

係
者
が
逮
捕
さ
れ
た
（
日
本

政
治
裁
判
史
録
昭
和
後
24

頁
）。
斉
藤
実
首
相
以
下
の

各
国
務
大
臣
、
内
大
臣
、
政

友
会
・
民
政
党
党
首
、
警
視

総
監
な
ど
を
殺
害
し
、
大
詔

渙
発
を
得
て
皇
族
内
閣
を
作

り
、
昭
和
皇
道
維
新
を
実
行

し
よ
う
と
し
た
事
件
だ
っ
た
。

　

首
謀
者
の
１
人
が
鎌
倉
に

住
む
天
野
辰
夫
だ
っ
た
。
天

野
は
弁
護
士
（
所
属
は
当
会

で
は
な
い
）
で
あ
り
、
血
盟

団
事
件
の
弁
護
人
で
あ
っ
た

が
、
盟
主
で
あ
る
井
上
日
召

に
自
首
す
る
よ
う
に
説
得
し

た
際
、
井
上
か
ら
五
・
一
五

事
件
の
計
画
を
告
げ
ら
れ
、

後
事
を
託
さ
れ
て
い
た
。

　

こ
の
事
件
で
は
、
天
野
他

53
名
が
、
同
年
９
月
以
降
、

殺
人
放
火
予
備
、
爆
発
物
取

締
罰
則
違
反
事
件
と
し
て
東

京
地
裁
で
の
予
審
に
付
せ
ら

れ
た
が
、
取
調
べ
の
過
程
で

内
乱
予
備
陰
謀
の
嫌
疑
が
濃

厚
と
さ
れ
、
事
件
は
大
審
院

に
移
さ
れ
た
。

　

被
告
人
ら
は
、
検
察
当
局

が
、
美
濃
部
達
吉
を
起
訴
猶

予
に
し
た
こ
と
を
問
題
と

し
、
１
９
３
８
年
（
昭
和
13

年
）
１
月
18
日
の
公
判
で
、

三
橋
検
事
に
、
天
皇
機
関
説

を
と
る
の
か
と
迫
っ
た
。
同

検
事
は
、「
法
の
前
に
立
場

を
異
に
し
て
被
告
人
の
方
々

と
相
対
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
が
、
と
も
に
陛
下
の
赤

子
で
あ
り
ま
す
。
こ
と
に
被

告
人
の
方
々
は
「
忠
君
愛
国

の
念
深
き
方
々
」
で
あ
り
、

「
国
家
の
検
察
官
た
る
職
分

を
全
う
し
た
い
と
考
え
て
お

り
、
ど
う
か
、
天
皇
の
名
に

お
い
て
行
わ
れ
る
こ
の
神
聖

な
る
法
廷
」
に
お
い
て
「
わ

が
国
の
司
法
権
」
の
円
満
な

る
運
用
を
切
に
希
望
し
て
お

る
の
で
あ
り
ま
す
」
と
述
べ

た
（
前
同
書
36
頁
）。

　

天
野
は
、納
得
せ
ず
、「
天

皇
と
は
何
ぞ
や
、
天
皇
の
御

本
質
に
関
す
る
ご
判
断
、
ご

認
識
が
い
か
が
で
あ
る
か
…

を
明
確
に
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
迫
っ
た
。
三
橋
検
事

は
、「
唯
私
は
こ
こ
に
天
皇

機
関
説
を
信
ず
る
も
の
で
な

い
と
い
う
こ
と
だ
け
を
明
瞭

に
し
て
お
き
ま
す
」
と
述
べ

た
。
被
告
人
側
は
、「
も
し

検
事
が
天
皇
機
関
説
を
信
奉

し
な
い
の
な
ら
、
当
然
公
訴

権
を
放
棄
す
べ
き
で
あ
る
」

と
主
張
し
た
（
前
同
書
37

頁
）。
そ
の
た
め
、公
判
は
、

同
年
３
月
14
日
以
降
百
余
日

開
か
れ
な
か
っ
た
。

　

７
月
９
日
の
公
判
で
、
天

野
は
、
今
度
は
、
宇
野
要
三

郎
裁
判
長
に
向
か
っ
て
、
天

皇
機
関
説
に
つ
い
て
尋
ね

た
。
裁
判
長
は
、「
畏
れ
多

く
も
皇
国
日
本
の
大
御
霊
で

あ
ら
せ
ら
れ
我
等
日
本
民
族

の
大
御
親
で
あ
ら
せ
ら
れ
る

一
天
万
葉
の
天
皇
様
に
対
し

奉
り
、
外
国
の
元
首
と
同
様

に
考
え
て
国
家
の
機
関
で
あ

る
な
ど
と
い
う
よ
う
な
説
明

を
す
る
な
ど
と
は
言
語
道
断

で
あ
る
」、「
か
よ
う
な
説
は

我
が
国
体
の
本
義
に
悖
り
、

国
民
の
思
想
の
根
本
を
危
う

く
す
る
も
の
で
あ
る
。
国
体

違
反
の
邪
説
で
あ
る
」
と
述

べ
た
（
前
同
書
37
〜
38
頁
）。

天
皇
機
関
説
を
巡
っ
て
こ
こ

ま
で
深
刻
な
や
り
と
り
が
法

廷
で
交
わ
さ
れ
た
と
は
う
か

つ
に
し
て
知
ら
な
か
っ
た
。

　

１
９
４
１
年（
昭
和
16
年
）

３
月
15
日
、
天
野
他
43
名
の

被
告
人
に
判
決
が
言
い
渡
さ

れ
た
。
主
文
は
「
被
告
人
等

に
対
し
孰
れ
も
そ
の
刑
を
免

除
す
」
で
あ
っ
た
。
司
法
の

独
立
に
深
刻
な
問
題
を
投
げ

か
け
る
判
決
で
あ
っ
た
。

　

被
告
人
が
「
犯
人
で
は
な

い
」と
主
張
し
て
い
る
の
に
、

被
告
人
が
所
持
し
て
い
た
物

に
血
痕
が
付
着
し
て
お
り
、

Ｄ
Ｎ
Ａ
型
鑑
定
で
被
害
者
の

Ｄ
Ｎ
Ａ
型
と
「
一
致
し
た
」

と
い
う
結
果
が
出
た
と
い
う

場
合
、
修
習
生
に
は
、「
科

学
的
鑑
定
」
と
い
う
こ
と
に

過
度
に
影
響
さ
れ
ず
、
推
論

の
過
程
に
い
く
つ
か
の
段
階

が
あ
る
こ
と
を
意
識
し
て
、

各
過
程
に
誤
り
が
な
い
か
を

か
そ
う
で
な
い
物
か
）
や
、

付
着
し
て
い
た
血
痕
の
量

（
微
量
か
大
量
か
）、
そ
の
物

が
押
収
さ
れ
た
時
期
（
事
件

か
ら
間
も
な
い
時
期
に
押
収

さ
れ
た
か
、
あ
る
程
度
の
時

間
が
経
過
し
て
か
ら
押
収
さ

れ
た
か
）
と
い
っ
た
事
情
に

差
異
を
設
け
た
複
数
の
ケ
ー

ス
が
示
さ
れ
て
い
た
。

　

修
習
生
に
対
し
て
は
、
そ

れ
ら
の
違
い
を
ヒ
ン
ト
に
、

他
の
仮
説
の
成
立
可
能
性
が

検
討
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
教
え
て
い
る
。
具
体
的

に
は
、
鑑
定
の
正
確
性
と
、

仮
に
鑑
定
結
果
が
正
し
か
っ

た
と
し
て
、「
犯
人
で
は
な

い
」
と
い
う
被
告
人
の
言
い

分
と
両
立
す
る
仮
説
が
成
立

す
る
可
能
性
を
検
討
し
て
い

く
こ
と
に
な
る
。

　

具
体
的
な
話
は
差
し
控
え

る
が
、
刑
裁
問
研
で
は
、
血

痕
が
付
着
し
て
い
た
物
（
事

件
と
直
接
的
に
関
連
す
る
物

ど
の
程
度
あ
る
か
を
考
え
さ

せ
、
そ
の
こ
と
を
通
じ
て
、

科
学
的
証
拠
に
よ
り
認
定
で

き
る
事
実
も
間
接
事
実
の
一

つ
に
す
ぎ
ず
、
科
学
的
証
拠

以
外
の
証
拠
か
ら
認
定
で
き

る
間
接
事
実
と
本
質
的
な
違

い
は
な
い
こ
と
を
理
解
さ
せ

る
よ
う
に
し
て
い
た
。

　

刑
弁
教
官
が
担
当
す
る

「
刑
弁
パ
ー
ト
」
で
は
、
ま

ず
鑑
定
結
果
と
被
告
人
の
言

い
分
が
両
立
す
る「
仮
説（
の

仮
説
）」
を
考
え
、
そ
れ
を

基
に
被
告
人
か
ら
の
聴
取
り

や
証
拠
開
示
請
求
、
弁
護
人

独
自
の
調
査
・
実
験
等
の
証

拠
収
集
を
行
い
、
集
ま
っ
た

証
拠
も
踏
ま
え
て「
仮
説（
の

仮
説
）」を
吟
味
・
検
討
す
る
、

と
い
う
こ
と
を
繰
り
返
し
、

最
終
的
な
ケ
ー
ス
・
セ
オ

リ
ー
を
確
立
し
て
い
く
と
い

う
こ
と
を
、
修
習
生
と
の
問

答
も
交
え
つ
つ
、解
説
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
検
察
教
官
は

補
充
捜
査
を
行
う
べ
き
ポ
イ

ン
ト
な
ど
を
考
え
さ
せ
、
刑

裁
教
官
は
ど
の
よ
う
な
ポ
イ

ン
ト
に
着
目
し
て
争
点
に
関

す
る
判
断
を
行
う
必
要
が
あ

る
の
か
と
い
う
「
ま
と
め
」

的
な
解
説
を
行
う
と
い
う
の

が
、
こ
の
コ
ラ
ボ
科
目
で

あ
っ
た
。

　

７
月
29
日
、
当
会
会
館
に

て
、
毎
年
恒
例
の
「
14
士
業

合
同
く
ら
し
と
経
営
の
な
ん

で
も
相
談
会
」
が
、
開
催
さ

れ
た
。

　

本
相
談
会
は
、
当
会
が
中

心
と
な
っ
て
、
夏
に
開
催
し

て
い
る
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。

相
談
会
に
は
、
多
く
の
相
談

者
が
来
訪
し
、
複
数
の
士
業

か
ら
、
そ
の
専
門
領
域
に
つ

い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

て
い
た
。

　

本
相
談
会
の
最
大
の
特
徴

は
、
同
じ
場
所
で
同
時
に
、

複
数
の
士
業
（
専
門
家
）
か

ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
点
に
あ
る
。

　

運
営
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

も
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
の
相

談
が
可
能
と
な
る
こ
の
機
会

に
、様
々
な
士
業
（
専
門
家
）

か
ら
の
相
談
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
受
付
で
簡
単
に
相
談

内
容
を
確
認
し
、
内
容
に
ふ

さ
わ
し
い
士
業
（
専
門
家
）

を
紹
介
す
る
よ
う
努
め
た
。

　

そ
も
そ
も
、
士
業
と
一
言

29
日
の
明
け
方
、
西
の

低
空
で
、
沈
み
ゆ
く
ま
る

い
月
の
左
側
が
、
ほ
ん
の

り
と
欠
け
ま
す
。

　

欠
け
始
め
は
４
時
35
分

ご
ろ
、
欠
け
具
合
が
最
も

大
き
く
な
る
の
は
５
時
14

分
ご
ろ
。月
の
左
上
に
は
、

木
星
も
輝
い
て
い
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

　

し
だ
い
に
明
け
て
い
く

空
の
青
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ

ン
と
、
そ
の
中
に
浮
か
ぶ

少
し
欠
け
た
満
月
。
早
起

き
の
方
は
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

士業ごとに割り振られた相談ブース

「
刑
裁
問
研
」

―「
科
学
的
証
拠
」
そ
の
３

会
員

妹
尾　

孝
之

刑事弁護修習の刑事弁護修習の
最前線最前線

～20年目の司法修習～

mini明け方の部分月食
会員　大関　亮子

で
言
っ
て
も
多
く
の
業
種
が

あ
り
、
今
回
、
参
加
し
た
士

業
だ
け
で
も
14
に
上
る
。
ま

た
、士
業
の
名
称
自
体
か
ら
、

そ
の
仕
事
の
内
容
や
専
門
領

域
に
つ
い
て
、
即
座
に
理
解

す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

自
ら
が
相
談
し
た
い
内
容

が
、
ど
の
士
業
（
専
門
家
）

に
相
談
す
べ
き
事
項
な
の

か
、
そ
の
点
に
つ
い
て
、
理

解
し
て
も
ら
え
る
だ
け
で
も

意
義
が
あ
る
。

　

困
難
な
問
題
に
直
面
し
、

不
安
を
感
じ
て
い
る
市
民
の

皆
様
に
対
し
て
、
弁
護
士
と

し
て
適
切
な
助
言
を
提
供
す

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
相
談
内
容
に
応
じ
た
適

切
な
士
業
（
専
門
家
）
へ
と

つ
な
ぐ
こ
と
も
で
き
る
よ

う
、
今
後
も
他
士
業
と
の
連

携
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

（
会
員　

最
所　

義
一
）
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毎
年
夏
に
思
い
出
す
の
は
小
学
校

低
学
年
の
時
、
長
崎
で
暮
ら
し
た
約

３
年
の
日
々
だ
。
８
月
９
日
は
全
校

登
校
日
。
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
た

午
前
11
時
２
分
は
全
校
生
徒
で
黙
と

う
し
た
。
通
っ
て
い
た
学
校
は
爆

心
地
か
ら
約
３
㌔
。
当
時
は
臨
時

救
護
病
院
と
な
り
負
傷
者
が
殺
到

し
、
県
警
察
部
が
疎
開
し
て
救
護

や
炊
き
出
し
な
ど
の
本
部
に
な
る

な
ど
混
乱
を
極
め
た
と
い
う
。

　

登
校
日
に
は
体
育
館
で
被
爆
者

の
話
を
聞
い
た
。
「
膝
を
崩
し
て

楽
に
し
て
ね
」
と
言
わ
れ
た
が
、

懸
命
に
話
し
て
く
れ
る
姿
に
体
育

座
り
を
崩
せ
な
か
っ
た
と
覚
え
て

い
る
。
転
校
を
繰
り
返
す
中
、
他
地

域
に
同
じ
登
校
日
が
な
く
驚
き
、

「
原
爆
が
落
ち
た
」
と
冗
談
を
言

う
同
級
生
に
は
腹
が
立
っ
た
。
話
を

聞
か
せ
て
も
ら
う
こ
と
は
当
た
り
前

で
は
な
い
と
知
る
き
っ
か
け
は
、
長

　

副
会
長
に
就
任
し
て
か

ら
、
本
原
稿
を
執
筆
し
て
い

る
時
点
（
８
月
）
で
５
か
月

程
度
が
経
過
し
よ
う
と
し
て

い
る
。
こ
こ
ま
で
を
振
り
返

っ
て
み
た
い
。

　

就
任
当
初
の
こ
と
に
つ
い

て
は
既
に
記
憶
が
薄
れ
つ
つ

あ
る
が
、
怒
涛
の
挨
拶
の
応

酬
だ
っ
た
。
他
庁
、
他
士
業

で
も
役
職
者
の
交
代
が
あ
る

た
め
、
行
っ
て
挨
拶
、
訪
問

を
受
け
て
は
ま
た
挨
拶
。
会

内
で
も
就
任
披
露
時
は
も
ち

ろ
ん
、
そ
の
後
も
事
務
局
へ

の
挨
拶
、
各
委
員
会
へ
の
挨

拶
。

　

挨
拶
が
ひ
と
段
落
つ
い
た

か
と
思
う
と
、
再
審
法
改
正

関
係
で
永
田
町
の
議
員
会
館

回
り
。
多
数
い
る
神
奈
川
県

選
出
の
全
国
会
議
員
に
対
し

て
お
願
い
せ
よ
と
い
う
日
弁

連
か
ら
の
要
請
で
あ
る
。
理

事
者
だ
け
で
は
人
手
が
不
足

す
る
の
で
協
力
を
得
つ
つ
、

チ
ー
ム
編
成
を
ど
う
す
る
の

か
、
誰
が
ど
の
議
員
を
担
当

す
る
の
か
等
、
何
度
も
何
度

も
打
合
せ
を
行
っ
た
。
分
担

し
て
議
員
秘
書
へ
の
電
話
か

け
で
ア
ポ
を
取
り
、
資
料
を

持
参
し
て
１
日
で
一
気
に
面

談
を
行
っ
た
。

　

議
員
要
請
が
ひ
と
段
落
つ

い
た
後
は
通
常
総
会
。
新
し

い
会
場
の
下
見
、
シ
ナ
リ
オ

の
確
認
、
出
席
の
呼
び
か
け

な
ど
な
ど
。

　

こ
れ
ら
以
外
に
継
続
し
て

行
っ
て
い
る
こ
と
と
し
て

は
、週
に
１
度
の
理
事
者
会
、

月
に
１
度
の
常
議
員
会
の
準

備
と
各
委
員
会
へ
の
出
席
、

各
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
（
と

挨
拶
）。
前
年
度
ま
で
中
止

だ
っ
た
懇
親
会
も
本
年
度
か

ら
復
活
と
い
う
も
の
が
ほ
と

ん
ど
で
、
懇
親
会
、
二
次
会

へ
の
参
加
も
毎
週
の
よ
う
に

あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
日
々
の
業
務

に
追
わ
れ
て
い
る
が
、先
日
、

合
宿
と
称
し
て
、
２
日
間
に

わ
た
り
今
年
度
の
重
点
課
題

を
議
論
し
た
。
残
り
の
期
間

も
怒
涛
の
よ
う
に
過
ぎ
る
と

思
わ
れ
る
が
、
駆
け
抜
け
た

い
。

副
会
長　

橋
本　

訓
幸

理
事
者
室

だ
よ
り

副
会
長
業
務
の
現
在

で
は
ペ
ー
パ
レ
ス
化
、
支
部

中
継
が
導
入
さ
れ
、
メ
ー
リ

ス
で
の
予
定
議
案
通
知
と
速

報
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
（
担
当
の
副
議
長
さ
ん
本

当
に
ご
苦
労
様
で
す
）。

　

常
議
員
に
選
出
さ
れ
た
の

は
今
年
で
５
回
目
に
な
る
。

１
回
目
は
２
０
０
７
年
だ
っ

た
か
。
あ
れ
か
ら
16
年
、
常

議
員
会
も
ず
い
ぶ
ん
変
わ
っ

た
。
増
員
に
始
ま
り
、
近
時

を
躊
躇
し
て
し
ま
う
。
私
と

同
じ
よ
う
な
方
が
他
に
も
い

る
の
か
、
発
言
者
が
偏
っ
て

き
た
感
が
あ
る
が
、
当
然
な

が
ら
逆
の
方
が
よ
い
。

　

先
従
隗
始
で
、
と
り
あ
え

ず
自
分
か
ら
手
を
挙
げ
て
み

よ
う
。
多
少
変
な
質
問
を
し

て
も
、
今
期
の
執
行
部
な
ら

し
っ
か
り
と
受
け
止
め
て
、

副
会
長
の
み
な
ら
ず
会
長
ま

で
も
が
言
葉
を
尽
く
し
て
答

え
て
く
れ
そ
う
だ
。

　

最
後
に
、
常
議
員
会
は
、

当
会
の
い
ろ
ん
な
こ
と
を
知

る
こ
と
が
で
き
、
い
ろ
ん
な

人
と
出
会
え
る
素
敵
な
場
で

あ
る
。
仕
事
が
振
ら
れ
る
こ

と
も
ま
ず
な
い
（
コ
コ
重

要
）。
未
経
験
の
方
は
、
一

度
や
っ
て
み
る
こ
と
を
オ
ス

ス
メ
す
る
。

常議員会
の い ま

手を挙げてみよう
池田　博毅（54期）

崎
で
も
ら
っ
た
と
思
う
。

♢

　

今
年
の
夏
休
み
、
県
外
に
住
む
祖

父
（
91
）
と
祖
母
（
89
）
か
ら
戦
争

体
験
を
聞
い
た
。
「
戦
争
の
た
め
の

食
料
に
っ
て
、
み
ん
な
で
勉
強
し
な

い
で
田
ん
ぼ
で
い
な
ご
を
取
っ
た

の
」
と
祖
母
。
祖
父
の
実
家
の
寺

に
は
東
京
か
ら
学
童
疎
開
の
学
生
が

大
勢
来
た
こ
と
、
運
動
会
で
は
手
榴

弾
の
模
型
を
投
げ
る
種
目
も
あ
っ
た

こ
と
…
。
市
井
の
人
々
の
日
常
に
溶

け
込
ん
で
い
た
戦
争
を
、
祖
父
母
か

ら
詳
し
く
聞
く
の
は
初
め
て
だ
っ

た
。「
戦
争
ほ
ど
の
悪
は
他
に
な
い
。

理
解
し
合
う
こ
と
、
こ
れ
が
難
し
い

ん
だ
ね
き
っ
と
。
で
き
れ
ば
平
和

が
保
た
れ
る
と
思
う
」
。
祖
父
の

言
葉
を
胸
に
刻
ん
だ
。

　

戦
争
や
原
爆
を
学
び
考
え
る
機

会
に
は
地
域
差
は
あ
る
。
記
者
に

な
り
、
「
戦
争
を
知
り
、
伝
え
継

ぐ
」
と
い
う
と
、
そ
の
あ
ま
り

の
重
大
さ
に
身
構
え
て
し
ま
い
そ

う
に
も
な
る
。
で
も
ど
ん
な
場
所

で
も
忘
れ
て
は
い
け
な
い
こ
と

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
近
く
に
あ
る
は

ず
だ
。
も
ら
っ
た
原
点
を
も
っ
と
大

切
に
、
こ
れ
か
ら
も
目
を
こ
ら
し
続

け
た
い
。
そ
う
思
っ
た
戦
後
78
年
の

夏
だ
っ
た
。

 

（
神
奈
川
新
聞　

竹
内　

瑠
梨
）

夏に
思い出すのは

　

一
方
で
変
わ
ら
な
い
の

は
、
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ

る
こ
と
で
あ
る
。
議
案
に
も

よ
る
が
、
賛
成
、
反
対
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
か
ら
次
々
と
立

派
な
意
見
が
述
べ
ら
れ
る
。

さ
す
が
弁
護
士
、
み
な
さ
ん

話
も
う
ま
い
。

　

私
も
た
ま
に
は
手
を
挙
げ

な
く
て
は
と
思
う
が
、
自
分

の
思
い
を
う
ま
く
言
葉
に
で

き
な
か
っ
た
り
、
的
外
れ
な

意
見
だ
っ
た
り
し
た
ら
ど
う

し
よ
う
と
つ
い
尻
込
み
し
て

し
ま
う
。
40
人
も
い
て
、
議

案
が
毎
回
10
前
後
あ
る
の

で
、
時
機
を
逸
す
る
と
い
つ

の
ま
に
か
討
議
が
終
わ
り
、

採
決
に
移
る
。
こ
れ
の
繰
り

返
し
。

　

特
に
今
年
の
常
議
員
会
は

発
言
の
質
が
高
い
よ
う
に
感

じ
る
。
そ
れ
で
余
計
に
発
言

（５）

は
執
行
官
に
も
ご
参
加
い
た

だ
い
て
、
裁
判
所
と
の
間
で

意
見
交
換
を
行
っ
て
い
る
。

そ
の
際
に
は
、
民
事
執
行
手

続
・
保
全
手
続
に
関
す
る
会

員
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
や
、

金
融
懇
談
会
の
結
果
を
検
討

し
、役
立
て
て
い
る
。
ま
た
、

意
見
交
換
の
結
果
を
「
民
事

執
行
・
保
全
事
務
懇
談
会
の

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
」
と
題
し
て

会
員
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し

て
い
る
。

　

今
後
も
、
裁
判
所
と
の
意

見
交
換
を
通
じ
て
、
民
事
執

行
手
続
・
保
全
手
続
の
運
用

改
善
等
に
活
か
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　

当
部
会
は
、
会
員
か
ら
の

執
行
・
保
全
に
関
す
る
様
々

な
意
見
や
経
験
談
を
随
時
募

集
し
て
い
る
の
で
、
是
非
お

寄
せ
い
た
だ
き
た
い
。

（
会
員　

西
田　

智
行
）

　

民
事
裁
判
手
続
運
用
委
員

会
執
行
保
全
部
会
は
、
民
事

執
行
手
続
・
民
事
保
全
手
続

の
運
用
に
関
し
て
テ
ー
マ
を

設
け
、
県
内
に
本
店
又
は
支

店
を
持
つ
金
融
機
関
と
の
間

で
懇
談
会
を
開
催
し
て
い

る
。６
月
21
日
、波
止
場
会
館

に
お
い
て
、
約
２
年
ぶ
り
に

金
融
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

当
日
は
、
当
会
か
ら
橋
本

副
会
長
を
含
め
た
10
名
が
参

加
し
、
金
融
機
関
か
ら
は
９

社
合
計
13
名
の
参
加
を
得

て
、
主
に
、
新
し
い
制
度
で

あ
る
第
三
者
か
ら
の
情
報
取

得
手
続
の
運
用
に
つ
い
て
懇

談
し
た
。
第
三
者
か
ら
の
情

報
取
得
手
続
は
、
金
融
機
関

と
し
て
も
、
第
三
債
務
者
と

し
て
関
与
す
る
こ
と
が
多

く
、
関
心
の
高
い
制
度
で
あ

る
。

　

金
融
機
関
か
ら
は
、
申
立

て
に
対
応
す
る
た
め
に
職
員

が
ど
の
よ
う
な
業
務
を
行
っ

て
い
る
の
か
、
金
融
機
関
の

内
部
シ
ス
テ
ム
や
債
務
者
の

特
定
方
法
等
の
説
明
が
あ

り
、
普
段
弁
護
士
業
務
を
行

っ
て
い
る
だ
け
で
は
知
る
こ

と
が
で
き
な
い
内
部
事
情
に

接
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
申

立
て
を
行
う
側
で
あ
る
弁
護

士
と
し
て
、
申
立
後
の
事
務

処
理
に
つ
い
て
イ
メ
ー
ジ
を

持
つ
こ
と
が
で
き
た
の
は
有

意
義
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
第
三
者
か
ら
の
情

報
取
得
手
続
の
新
設
に
よ

り
、
弁
護
士
法
23
条
の
２
に

よ
る
照
会
に
対
す
る
回
答
が

影
響
を
受
け
る
の
で
は
な
い

か
等
の
関
連
事
項
に
つ
い
て

も
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
た
。

　

当
部
会
で
は
、
平
成
28
年

３
月
以
来
、
不
定
期
に
、
横

浜
地
裁
第
３
民
事
部
の
部
総

括
裁
判
官
他
裁
判
官
数
名
、

書
記
官
、
テ
ー
マ
に
よ
っ
て

約
２
年
ぶ
り
に
開
催
！

金
融
懇
談
会



関
野
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昨
年
度
に
引
き
続
き
、
８

月
26
日
〜
27
日
の
日
程
で
、

群
馬
県
の
「
水
上
高
原
ホ
テ

ル
２
０
０
」
に
お
い
て
令
和

５
年
度
横
浜
法
曹
テ
ニ
ス
ク

ラ
ブ
の
夏
合
宿
が
開
催
さ
れ

た
。
怪
我
や
発
熱
に
よ
る
直

前
キ
ャ
ン
セ
ル
が
続
出
す
る

誤
算
も
あ
っ
た
が
、
会
員
の

家
族
や
他
会
会
員
も
含
め
、

総
勢
10
名
の
参
加
に
よ
り
無

事
に
開
催
さ
れ
た
。

　

雨
勝
ち
で
あ
っ
た
去
年
と

は
異
な
り
、
今
年
は
天
候
に

恵
ま
れ
た
テ
ニ
ス
日
和
で
あ

っ
た
。昨
今
の
猛
暑
に
よ
り
、

真
夏
の
昼
間
に
テ
ニ
ス
な
ど

で
き
た
も
の
で
は
な
い
が
、

合
宿
で
は
、深
緑
に
囲
ま
れ
、

高
原
の
爽
や
か
な
風
を
感
じ

つ
つ
、明
る
い
陽
射
し
の
下
、

各
自
テ
ニ
ス
を
思
う
存
分
楽

し
む
こ
と
が
で
き
た
。

　

１
日
目
の
テ
ニ
ス
を
楽
し

ん
だ
後
は
、
天
然
温
泉
の
露

天
風
呂
に
つ
か
り
、
日
頃
の

疲
れ
を
癒
し
た
。
夕
食
に
お

い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ビ
ー
ル

で
の
ど
の
渇
き
を
癒
し
、
群

馬
県
の
特
産
品
を
ふ
ん
だ
ん

に
使
っ
た
料
理
に
舌
鼓
を
打

ち
、
大
い
に
親
睦
を
深
め
た
。

　

２
日
目
も
晴
天
の
下
で
テ

ニ
ス
を
楽
し
ん
だ
。
年
齢
・

男
女
を
問
わ
ず
一
試
合
毎
に

ダ
ブ
ル
ス
の
ペ
ア
の
組
合
せ

を
変
え
て
い
き
、
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
た
。
一
撃
必
殺

の
シ
ョ
ッ
ト
を
求
め
る
者
と

つ
な
ぎ
に
徹
し
て
辛
抱
強
く

チ
ャ
ン
ス
を
待
つ
者
の
対
戦

や
、
普
段
の
関
係
が
う
か
が

わ
れ
る
、
夫
の
力
強
い
シ
ョ

ッ
ト
と
そ
れ
を
軽
や
か
に
い

な
す
妻
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の

利
い
た
返
球
な
ど
、
随
所
に

見
ど
こ
ろ
が
あ
っ
た
。

　

当
ク
ラ
ブ
に
は
家
族
連
れ

で
参
加
す
る
会
員
も
多
く
、

定
期
的
に
練
習
会
が
開
催
さ

れ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
が
落
ち

着
い
た
こ
と
か
ら
、
税
理
士

会
や
裁
判
所
と
の
対
抗
戦
等

他
団
体
と
の
交
流
イ
ベ
ン
ト

も
、
徐
々
に
再
開
す
る
予
定

で
あ
る
。
初
心
者
か
ら
上
級

者
ま
で
レ
ベ
ル
を
問
わ
ず
参

加
で
き
る
会
に
な
っ
て
い
る
。

　

テ
ニ
ス
に
興
味
の
あ
る
方

は
、
幹
事
の
佐
藤
裕
会
員
ま

で
ご
一
報
を
。

（
会
員　

榊　

研
司
）

　

８
月
５
日
、
群
馬
県
渋
川

市
に
て
、
関
越
野
球
大
会
が

開
催
さ
れ
た
。

　

同
大
会
は
、横
浜
、東
京
、

埼
玉
、
群
馬
、
新
潟
の
５
チ

ー
ム
で
争
わ
れ
る
公
式
戦

で
、
25
年
以
上
前
か
ら
続
く

伝
統
あ
る
大
会
で
あ
る
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
、
今
年
は
実
に
４
年
ぶ
り

の
開
催
と
な
っ
た
。

　

炎
天
下
で
の
野
球
で
体
力

が
心
配
さ
れ
る
中
、横
浜
は
、

人
数
の
多
さ
を
フ
ル
に
活
用

し
、
３
試
合
を
こ
な
し
た
。

　

１
回
戦
の
相
手
は
埼
玉
。

横
浜
は
初
回
か
ら
得
点
を
重

ね
、
３
回
ま
で
に
25
点
を
挙

げ
る
。先
発
の
畑
中
隆
爾
は
、

３
回
４
奪
三
振
無
失
点
の
貫

禄
の
投
球
を
披
露
し
、
付
け

入
る
隙
を
与
え
な
い
。
攻
撃

の
手
を
緩
め
な
い
横
浜
が
４

回
表
に
３
点
を
追
加
し
た
と

こ
ろ
で
、
球
審
が
攻
撃
が
終

わ
り
そ
う
に
な
い
と
判
断
。

珍
し
い
表
の
攻
撃
途
中
で
試

合
終
了
と
な
り
、
28
×
―
０

で
勝
利
と
な
っ
た
。

　

準
決
勝
の
相
手
は
群
馬
。

２
回
ま
で
に
５
点
を
挙
げ
た

横
浜
で
あ
っ
た
が
、
エ
ラ
ー

や
四
球
が
絡
み
、
３
回
４
回

で
同
点
に
追
い
つ
か
れ
る
。

な
お
も
２
死
１
、
２
塁
の
ピ

ン
チ
を
迎
え
る
が
、
マ
ウ
ン

ド
に
上
が
っ
た
新
人
の
関
野

有
真
が
後
続
を
シ
ャ
ッ
ト
ア

ウ
ト
し
、逆
転
を
許
さ
な
い
。

そ
の
後
は
温
存
し
て
い
た
主

力
を
注
ぎ
込
み
、
12
―
５
で

勝
利
し
た
。

　

決
勝
の
相
手
は
東
京
。
試

合
が
動
い
た
の
は
３
回
表
。

２
死
１
塁
か
ら
ラ
イ
ト
の
頭

上
を
越
え
る
ラ
ン
ニ
ン
グ
ホ

ー
ム
ラ
ン
を
許
し
、
東
京
に

２
点
を
先
制
さ
れ
る
。
反
撃

に
出
た
い
横
浜
は
、
３
回
裏

に
２
死
満
塁
の
チ
ャ
ン
ス
を

作
る
が
、
あ
と
１
本
が
出
な

い
。
そ
の
後
は
、
再
び
ラ
ン

ニ
ン
グ
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
許
す

な
ど
し
、
最
終
的
に
は
０
―

６
で
悔
し
い
敗
戦
と
な
っ
た
。

　

試
合
後
は
、
伊
香
保
温
泉

の
老
舗
旅
館
に
て
懇
親
会
が

開
催
さ
れ
、
敢
闘
賞
に
は
、

見
事
な
火
消
し
の
関
野
が
選

ば
れ
た
。
一
同
、
美
味
し
い

食
事
と
温
泉
を
堪
能
し
、
野

球
が
で
き
る
こ
と
の
喜
び
を

噛
み
し
め
た
一
夜
で
あ
っ
た
。

（
会
員　

井
上　

日
出
男
）

　

浜
田
省
吾
の
フ
ァ
ン
で
あ

る
。「
テ
レ
ビ
か
ら
こ
ぼ
れ

落
ち
た
大
切
な
も
の
を
僕
達

は
丁
寧
に
す
く
っ
て
、
大
切

に
育
て
て
き
た
」
と
の
氏
の

発
言
に
共
感
し
続
け
て
30

年
。
キ
ャ
リ
ア
の
長
さ
か
ら

す
れ
ば
ま
だ
ま
だ
短
い
フ
ァ

ン
歴
で
は
あ
る
が
、
浜
田
省

吾
の
音
楽
と
共
に
過
ご
し
た

日
々
は
、私
に
と
っ
て
は「
大

切
な
も
の
」
で
あ
る
。

敢
闘
賞
を
受
賞
し
た

関
野
会
員

みんな楽しそう！

横浜法曹テニスクラブ

４
年
ぶ
り
の
関
越
大
会

ル
ー
キ
ー
投
手

会員

敢
闘
賞

敢
闘
賞

28 ×－０ １回戦
埼　玉

12 －５ 準決勝
群　馬

０－６ 決　勝
東　京

令和５年度夏合宿

熱戦後の

# 好天　#爽風　#天然温泉　#地元料理ビビーー
ルルががウ

マイ！！ウマイ！！

　

デ
ス
ク　

千
歳　

博
信

　

記　

者　

山
口　
　

陽

　
　
　
　
　

若
林　

将
大

　
　
　
　
　

渡
邊
さ
ち
穗

　
　
　
　
　

古
西　

達
夫

　
　
　
　
　

鈴
木　
　

健

　
　
　
　
　

香
川　

志
野

　
　
　
　
　

越
川　

純
哉

Ｂ
Ｃ
級
戦
犯　

横
浜
裁
判

連
載

第
16
回

　
「
法
廷
の
星
条
旗
」（
日
本

評
論
社
）
を
出
版
（
２
０
０

４
年
）
し
て
か
ら
２
年
が
経

っ
た
頃
、
熊
本
に
住
む
女
性

か
ら
当
会
事
務
局
に
電
話
が

あ
っ
た
。
熊
本
日
日
新
聞
の

記
者
か
ら
横
浜
弁
護
士
会

（
当
時
）
が
Ｂ
Ｃ
級
戦
犯
裁

判
の
調
査
を
し
て
い
る
と
聞

い
た
の
で
、
夫
の
こ
と
を
調

べ
て
も
ら
え
な
い
か
と
い
う

依
頼
だ
っ
た
。
私
に
話
が
回

さ
れ
、
女
性
か
ら
話
を
聞
く

こ
と
に
な
っ
た
。

　

女
性
の
夫
で
あ
る
本
田
始

は
、
福
岡
俘
虜
収
容
所
箱
崎

分
所
の
警
備
員
と
し
て
勤
務

中
、
俘
虜
に
暴
行
を
振
る
っ

て
３
名
を
死
亡
さ
せ
た
と
し

て
、
横
浜
地
裁
で
開
か
れ
た

Ｂ
Ｃ
級
戦
犯
裁
判
で
絞
首
刑

を
言
い
渡
さ
れ
（
当
時
31

歳
）、
執
行
さ
れ
た
と
の
こ

と
。
し
か
し
、
納
得
が
い
か

な
い
し
、
本
当
の
こ
と
を
知

り
た
い
の
で
調
べ
て
も
ら
え

な
い
か
と
い
う
。

　

当
会
の
活
動
が
熊
本
に
ま

で
伝
わ
っ
て
い
た
こ
と
に
驚

く
と
と
も
に
、
切
実
な
女
性

の
訴
え
に
対
応
し
た
い
と
思

っ
た
も
の
の
、
Ｂ
Ｃ
級
戦
犯

横
浜
裁
判
調
査
研
究
特
別
委

員
会
は
、「
法
廷
の
星
条
旗
」

の
出
版
を
も
っ
て
解
散
し
て

い
た
。そ
の
こ
と
を
説
明
し
、

お
断
り
を
し
た
。
女
性
は
、

落
胆
し
て
お
ら
れ
た
。

　

気
に
な
っ
て
調
べ
た
と
こ

ろ
、
女
性
を
本
名
（
本
田
タ

ネ
）
で
取
り
上
げ
た
小
林
弘

忠
著
「
私
の
戦
後
は
終
わ
ら

な
い
│
遺
さ
れ
た
Ｂ
級
戦
犯

妻
の
記
録
」（
紀
伊
國
屋
書

店
）
が
、
２
０
０
５
年
に
出

版
さ
れ
て
い
た
。
タ
ネ
は
、

１
９
８
４
年
、
熊
本
日
日
新

聞
社
が
主
催
し
た
「
私
の
昭

和
」
に
応
募
し
て
一
等
に
な

っ
て
い
た
。
２
０
０
３
年
に

は
、「
戦
争
裁
判
裁
か
れ
逝

き
し
人
々
」（
熊
本
日
日
新

聞
情
報
文
化
セ
ン
タ
ー
）
を

出
版
し
て
い
た
。
そ
の
帯
に

は
、「
本
当
の
こ
と
を
知
り

た
い
│
元
Ｂ
級
戦
犯
の
妻
が

抱
く
戦
争
裁
判
へ
の
疑
念
」

と
あ
る
。

　

巣
鴨
遺
書
編
纂
会
「
世
紀

の
遺
書
」（
１
９
５
３
年
）で
、

本
田
始
は
、「
元
気
に
暮
ら

し
て
く
れ
。
そ
し
て
幸
福
な

と
こ
ろ
に
嫁
い
で
く
れ
。
自

分
が
最
後
に
な
っ
て
お
前
に

お
願
い
す
る
の
は
そ
れ
だ
け

だ
」、「
短
か
っ
た
結
婚
生
活
、

幸
か
不
幸
か
子
ど
も
の
な
か

っ
た
こ
と
が
自
分
の
た
め
に

も
お
前
の
た
め
に
も
今
に
な

り
よ
か
っ
た
と
思
う
。
減
刑

を
血
書
嘆
願
し
て
く
れ
た

り
、
南
の
果
て
か
ら
訪
れ
て

来
て
励
ま
し
て
く
れ
た
と
き

共
に
涙
の
出
る
よ
う
に
嬉
し

か
っ
た
」、「
お
前
を
幸
福
に

し
て
や
る
こ
と
も
で
き
ず
、

死
ん
で
い
く
身
の
つ
ら
さ
、

運
命
だ
、
諦
め
て
く
れ
」
と

書
い
た
。
タ
ネ
は
、
夫
の
処

刑
後
、「
本
当
の
こ
と
を
知

り
た
い
」
と
訴
え
続
け
た
。

そ
し
て
、
当
会
に
調
査
を
依

頼
し
た
。

　

遅
れ
ば
せ
な
が
ら
、
本
田

始
の
１
１
１
号
事
件
の
調
査

を
進
め
て
い
る
。

「
本
当
の
こ
と
を
知
り
た
い
」と
い
う

妻
の
訴
え
を
受
け
て
１
１
１
号
事
件
の
調
査
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